
共同企画XII　パネルディスカッション

｢ イ メ ー ジ 奏 法｣ を 応 用 し た

幼 児 か ら 児 童 期 の ピ ア ノ 演 奏 指 導 法

－ ピアノ演奏指導の中で行う音楽の可視化による創造力と論理的思考の育成一

企画・司会：武　本　京　子(愛知教育大学)

話題提供：神　谷　　　舞( 名古屋音楽大学アカデミー)

１.「イメージ奏法」とは

「イメージ奏法」とは，武本京子が考案し，確立

した楽譜に記載された音符や演奏記号などを解釈し

た音楽を「言葉，色，表現曲線，物語，絵」などで

視覚化しながら，五感を使って演奏するピアノ演奏

法及び教育法である。音楽を可視化させながら教育

を行うことにより，音楽による直観力や感性を磨か

せ，全体を構成する論理的思考の育成ができる。

２．幼 児 から 児童期の ための 「イメ ージ奏 法」

によるピアノ演奏指導法

幼児期，児童期の音楽教育は，心身の健やかな成

長には欠かせない。「イメージ奏法」を応用した幼

児から児童期のピアノ教育では，ただ音を鳴らし，

技術を追い求めるのではなく，音楽から受けるイ

メージを膨らませることに教師と生徒が協働で行う

ことに重点を置き，発想力や感性を育み，集中力を

持続させ，音楽表現する目的や楽しさを体感させる

ことを目的としている。

１）教師の実演から子どもの発想力を導く

「イメージ奏法」の実践①では，楽曲分析は，ピア

ノ教師自身が「イメージ奏法」の理論により音楽的

要素を考察し，作曲者の描きたい世界を理解し，そ

のイメージに沿った教師の実演を通して，子どもの

発想力を導く工夫を行う。生のピアノの音色に触れ，

心身で音楽を感じる波動の効果により，子どもは，

音楽から受けるイメージを膨らませることができ，

感性が豊かになり，発想力を引き出す。耳の発達す

る幼児期から「イメージ奏法」を実践して演奏する

ことにより，様々な音色を自分自身で感じ，聴き分

けることができる。実践では，じっとしていない生

徒，練習しない４，５歳児の生徒たちが，教師の演

奏を聞きイメージを膨らませることができレッスン

に集中して取り組めるようになった発表があった。

２）「イメージ楽譜」の制作

「イメージ奏法」実践②では，音楽からイメージ

する絵や物語を指導者と一緒に作成し，楽譜に着色

することにより，情景や感情を言葉や絵で表現し，

子どもの想像力が豊かになることを目的とする。

「イメージ語表」やイラストなどを用いて，その

子どもの持つイメージを引き出しスマホの画像検索

などで，イメージを具体化させて可視化することを

指導者と生徒が協働で行う。音楽を可視化する過程

で全体をどのような気持ちで演奏するかを考え，音

楽が創る感情の流れを把握できるようになる。実践

では, 7,8,9 歳児が音楽からイメージする絵や物

語を作成することで，子どもの想像力が豊かにな

り，練習意欲が出たと発表があった。

３）空間認知を感じるための表現曲線

「イメージ奏法」実践③では，音楽が創り出す立

体的空間や呼吸法を表現曲線と着色で可視化するこ

とにより，音楽を立体的に感じ，創造力を育てるこ

とができる。実践では, 10, 11歳児の創造力が高め

られた発表があった。

４）具体的奏法

「イメージ奏法」実践④では，イメージする情景
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や感情を音色で表現するための具体的奏法を指導者

と生徒の協働作業で決定する。これらは，打鍵のス

ピードや音圧のかけ方などに変化を与えて音色を創

り出す。実践では，イメージ画像を活用した５，７

歳児の練習意欲を引き出し，表現力が豊かになった

との発表があった。

5)  ICT を使った音楽の可視化

「イメージ奏法」実践⑤では, 11, 12 歳児へのイ

メージ映像を制作する指導例の発表があった。小学

校でもコンピューターが導入されていることから，

イメージの映像化と言語化を自由自在に行ってい

る。個性が強く，感受性が豊かで，独自の世界を持

つ児童が，三善晃作曲，《波のアラベスク》の心の

内面に迫り，音楽に対して素晴らしい発想を持ち，

音楽表現の目的を定めることに成功している発表で

あった。

３．幼 児 から児童 期の子 ども のピ アノ演 奏指

導に 「イメ ージ奏法」を導入した効果

①音楽からイメージする絵や物語を指導者と一緒

に作成することにより，主体的で豊かな感性と創造

力を育てることができた。②音楽を可視化する過程

で全体をどのような気持ちで演奏するかを考え，音

楽が創る感情の流れを把握できる論理的思考を育成

できた。③耳の発達する幼児期から「イメージ奏法」

を実践して演奏することにより，様々な音色を自分

自身で感じ，聴き分けることができた。④個性を尊

重し多様性を重視した教育を行うことで，子どもが

自分に自信を持てるようになったことがあげられる。

４．考　 察

「イメージ奏法」を応用した幼児から児童期のピ

アノ演奏指導法では，教師と生徒が協働でイメージ

の可視化から演奏技術の方法まで一緒に行うことが

ポイントである。そのディスカッションの中から創

造力と論理的思考の育成ができるのだと思われる。

５．質疑応答

質問：生徒と教師の考えが違った場合，どのように

対処するか。

回答：生徒のイメージを尊重するが，楽曲分析し，

音楽的要素を考えた上で教師が判断する。

質問：ブルグミュラー25の練習曲をピアノ初歩者に

取り入れる場合，「表現曲線」の使い方がわからない。

回答：「表現曲線」は音楽の立体的空間を表し，そ

れを音色で表現するために打鍵のスピードや重さの

かけ方を工夫 する。「表現曲線」は，ブルグミュ

ラー25の練習曲の武本のワークブックを参考にする

とよい。

質問：まだ技術のない幼児にも実践できるのか。

回答：技術のない幼児も，教師が具体的奏法を示す

ことにより，模倣することができる。

質問：教師のイメージの押し付けにならないか。

回答：「イメージ語表」などは，イメージを膨らま

せるための足がかりとして用いる。子どものイメー

ジを尊重することに重点を置いている。
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